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歯の保存と歯の移植 

東京都千代田区開業 

塚原 宏泰 

 

患者の健康に食事が大きく関わっていることは国民もが知るところであります。 

歯の存在は欠かせないものですが、口腔予防の重要性が問われてかなりの時間が経過し、またインプラン

トのような代替治療も確立してきました。その一方で、予防はしっかりするけど治療はいまいちであった

り、インプラント治療は上手に行いますがすぐ歯を抜いてしまうなど、アンバランスな面もしばしば感じ

ることがあります。 

   

 私の臨床では是が非でも歯を抜かないんだ！ということばかりに固執はしていませんが、今一度歯を保

存する技術について述べさせて頂き、引き続き歯の移植について症例を供覧させて頂きたいと思います。 

 

歯の移植（自家歯牙移植）は 1970 年代以降様々な研究や臨床が行われており、長期経過症例も報告され

ています。歯の移植を行うことは歯科医師にとって患者さんにとってどんなメリットがあるのでしょう

か？ 本日の短い時間の中で治療の選択肢のヒントにでもなれば幸甚です。 
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